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＜連絡事項＞

・カルテへ挟む用紙（フローシート・バイタルサイン表など）は、カルテチェック係が毎月25日に記載されているかを確認して、新しい用紙の発注をして行くようにしましょう。

・定期薬などの薬包へ名前が記入されて薬局から届きますが、西病棟には同姓の方が複数名いますので、薬が届きカートへセットする際には名前と内容の確認を確実にして行くようにしましょう。

・ここ最近の日常的な業務へ対する慣れが生じてきていますので、一つ一つの手順を確認しながら業務へ取り組むようにして行きましょう。

・11/3（金）の学術研究発表の際の服装は、制服との事です。身だしなみを整えて参加して下さい。

＜患者様連絡事項＞

・石切　久様～前回の問診の際にイライラ感あったとの事で、11/1（水）の定期薬処方より、セロクエル（100）2Ｔ　1×vds/7Ｔ（精神神経用剤）→ジプレキサ（10）1Ｔ　1×vds/7Ｔ（精神神経用剤）へと変更になります。精神状態の観察・イライラ感の有無の観察をして行きましょう。

・駒木　洋士様～11/7（火）9：30～11/8（水）16：00まで、お母様より外泊の希望ありました。許可が出ている旨は伝えています。

・島川　貴仁様～11/4（土）8：00～11/5（日）16：00まで、引っ越しの準備の為に外泊されます。また、出棟時は朝食は要らないとの事です。

・大平　美彦様～11/1（水）19：00～11/5（日）16：00まで外泊されます。前回の外泊時に飲酒され眠剤を服用して来なかったという事がありました。今回も長期間の外泊となるため、出棟の際は再度服薬についての説明をし必ず服用して戴くようにして行きましょう。また、出棟の際の夕食は要らないとの事です。

・早狩　千賀子様～本日、ご家族の受け入れが整った為、退院となっています。

・山本　國太郎様～シンラック液（下剤）が1本処方されました。排便状態の観察をし、腹部マッサージ、軽めの運動と水分補給を促していきましょう。

・晴山　長司様～シンラック液（下剤）が1本処方されました。排便状態の観察をし、腹部マッサージ、軽めの運動と水分補給を促していきましょう。

・木村　義重様～シンラック液（下剤）が1本処方されました。排便状態の観察をし、腹部マッサージ、軽めの運動と水分補給を促していきましょう。

・加賀谷　芙美子様～就床前薬で服用するカマ1.5　1×vds/7Ｔ（下剤）は、1包0.5の包装となっている為、服薬カートへのセットの際は3包1セットとなりますので間違いの無いようにして行きましょう。

・菅井　浩子様～食事の際に、残飯入れに予め食べない物を捨ててから食事をされ「全部食べました」と話される事がありますので、食事誘導・配膳の際は様子観察をして行きましょう。また、食事摂取量の少なさも見られていますので、摂取量の観察もして行きましょう。

＜皮膚科診察＞

・山本　國太郎様～左第4趾のベンチ腫は、診察の2日前（日曜日）にスピール膏（皮膚軟化剤）を貼付するようにして下さい。また、左胸部～背部にかけての急性湿疹あるため、ロキソニン3Ｔ　3×ndE/7Ｔ（解熱鎮痛消炎剤）が継続処方となっています。引き続き、湿疹の状態の観察をして行きましょう。

・風穴　チエ様～右手の急性湿疹ですが、アズクロ（鎮痛・消炎剤）テラ・コートリル（鎮痛・消炎剤）の塗布は中止となり、デルモゾールＧ軟膏（鎮痛・消炎剤）のみの塗布となります。また、本人より痛みの訴え聞かれた際はガーゼ保護をして行きましょう。掻痒感・疼痛の有無の観察をして行きましょう。

・八森　正様～右腰部に帯状疱疹見られ、アズクロ（鎮痛・消炎剤）の塗布となります。疼痛の有無の確認、皮膚状態の観察をして行きましょう。ロキソニン3Ｔ　3×ndE/7Ｔ（解熱鎮痛消炎剤）が処方となっています。

・平　勝利様～急性湿疹が軽減されないため、タベジール2×2Ｔ（朝・夕）/7Ｔ（抗ヒスタミン剤）が継続処方となっています。引き続き、皮膚状態の観察をして行きましょう。

・市川　真紀子様～急性湿疹が軽減されたため、タベジール（抗ヒスタミン剤）が止めとなっています。引き続き、皮膚状態の観察をして行きましょう。

・鈴木　正長様～背部の急性湿疹が軽減したため、タベジール（抗ヒスタミン剤）とケルガー（その他化学療法剤）が止めとなっています。引き続き、皮膚状態の観察をして行きましょう。

＜主治医面談＞

・島川　貴仁様～10/31（火）に奥様と主治医との面談をしています。

①主治医より入院して1ヶ月が経過し、抑うつ状態・意欲の低下は軽減されていると説明ありました。

②奥様より昨日、貴仁様のお母様より今回学校側から言い渡された事（学年担任を外されたこと、進路指導に関しても他の教員を採用したこと）を話されたとあります。今後の学校側の見解を知るため、主治医からの病状説明のためにも、主治医・奥様・学校側との三者面談を希望しています。後日、奥様が学校側と調整をして連絡を下さる予定です。（11/3か11/6以降であれば月～木はいつでも可能、金曜日は15時までなので14時にと伝えています）

③奥様より前回の外泊時、落ち着いて過ごす事が出来ていたとの事で、今後の方針について確認をしています。主治医より、うつ病は2ヶ月の入院と1ヶ月の自宅療養が必要なこと、1年の通院・服薬継続が必要である事を説明しています。

貴仁様も交えて3者で面談も行なっています。

①うつ病の経過についての説明をしています。（うつ病は2ヶ月の入院と1ヶ月の自宅療養が必要なこと、1年の通院・服薬継続が必要である事）

②回復は順調だが完全に回復したワケではないこと、仕事を引き受け状態が悪化してしまう可能性があることを説明しています。本人より、「うつの本を読み、薬やカウンセリングで良くなって来ていると感じる。焦る感じはあるが、学校側と相談をして学校の考えを知りたい。」と話しています。また、主治医へ校長との面談を持って欲しいと話し貴仁様も入りたいと希望していますが、主治医より1ヶ月たったら説明をするとありました。

入院前を振り返って戴き、「1週間で治ると安易に考えていた。今は、治療して治したいという気持ちが強い」と話されています。

また、学年担任を外された事・進路指導に関しても外された事に関しては、本人の病状悪化に繋がる可能性がありますので、本人へは口外しないようにして下さい。

＜ＳＳＴ評価・検討＞

・月末のため、短期目標評価をしています。

・Ａ：ウォーミングアップの際、伊藤様より「秋の思い出について」と意見があり、秋の思い出について話しています。また、短期目標評価では、駒木様は「話をまとめられなかった」との事で70点、加賀谷様は「たまに忘れてしまうことがある」との事で90点と話されています。全体的に殆んどの方が目標を達成出来ていた様子伺えます。今月100点と評価された方に関しては、次回新しい目標設定をして頂くようにしましょう。

・Ｂ：ウォーミングアップの際、市川様より「絵文字連想ゲーム」と意見がありましたが少し難しいとの事で、連想ゲームをしています。また、短期目標評価では、大橋様が初めは100点と話していましたが、スタッフより次回の目標設定を変えるよう促しがあると「90点。たまにしない事があった」と点数を下げる事ありました。次回の目標設定時は、今現在出来ている面を継続して行って戴くと同時に、新しい目標設定を促して行くのも良いかと思われます。

・Ｃ：殆んどの方が自分の目標を覚えていました。評価に関しても積極的に行なう事が出来ています。菅井様が、終始しかめ顔をされることありますが最後まで参加され評価出来ています。晴山様も途中で閉眼される事ありますが、促しにて起きる事でき、最後まで参加されています。全体的に自己評価の低さ伺えますので、次回は自信付けをしながら目標設定を行なってみましょう。

・Ｄ：短期目標を忘れている方が殆んどで、再確認をしています。若松様は途中で他者の肩を揉むなどあり、声掛け要しています。全体的に自己評価の低さ伺えますので、次回の目標設定を自信付けをしながら行なってみましょう。

・Ｅ：殆んどの方が目標を忘れている事あり、再確認をしています。清水様・西川様が終始ニヤつきあり、評価が出来ずにスタッフ介入要しています。全体的に発言が少ないですが、スタッフの問い掛けに対しての返答はする事が出来ています。

・Ａユニット：上道様・早狩様が自分の退院が近いという事で皆様に挨拶されています。他患者様は挨拶に対して、しんみりと聞いていました。短期目標評価では、清水様が30点と話され「今は評価が低いけど、これから頑張る。張り合いがある」と話されるなど、意欲の高さも見られていました。次回の目標設定時は、出来ていること・達成された目標を継続して行って頂き、新しい目標設定を促してみましょう。

